
 

 

 

 

 

 

 

「間をとる」 

 副校長 鵜 川 雅 行 

 

 子供の成長には、３つの大切な「間」が必要だそうです。それは、「時間」「空間」「仲

間」だそうです。どの言葉にも「間」という文字が使われています。 

 

現代社会では時間の流れも早く、大人も含め時間に追われる生活を

していることは事実です。のんびりと流れる時間、自由な時間は考え

ようによっては退屈な時間で、現代人はその退屈さを埋めるために、

ゲームをしたりスマホをいじったりしているのかもしれません。しか

し、実はそののんびりと流れる自由な時間があるから人間はいろいろ

なアイディアを生み出すことができたように思います。 

 

私が子供の時は、たくさんの空間がありました。公園も

もちろんそうですが、空き地があって自由に出入りするこ

ともできました。危険なものも転がっていて、誰かに見つ

からないようにいたずらなどもした覚えがあります。（き

っと大人は気付いていたのでしょう）その中から、様々な

ことを身に付け学んだことは間違いありません。また、家

庭の中にも個別の部屋はなく、必ず誰かと空間を共にして

いたように思います。 

仲間は大切ですね。学生時代の仲間は今でも会うとほっとします。ま

た、仕事を始めてから出会った仲間も連絡を取り合い情報交換したり、

学び合ったりしています。何人かが集まって、一つのことを成し遂げよ

うといろいろ意見を出し合ったり行動したりすることは、気付かぬうち

に人と人を結び付けて大切な存在となり、強い絆で結ばれた仲間になる

のでしょう。 

 

 その他にも「間」という文字を使った言葉はたくさんあります。 

間をおく・間を空ける・間を詰める・間がいい・間が悪い・間合いをとる など 

どの言葉も、人との関係や距離を表す言葉のように思えます。そう言えば「人間」とい

う言葉にも「間」という言葉が含まれていました。人の心は、人と人との関係において育

まれていくものでしょう。その相手がどんな相手であるかはわかりません。しかし、お互

いの「間」を大切にしようという気持ちがあれば、お互いにとってかけがえのない存在に

なるのかもしれません。ちょっとした「気遣い」や「思いやり」が人間関係をよくするこ

とは間違いないことです。そのような気持ちをもち行動することのできる人間を育てるに

は、「間」が大切なのでしょう。 

みなさんの日常生活を振り返り、それぞれにとっての大切な「間」を見つめ直してみて

はいかがでしょうか？よい「間」があったら、皆さんで共有してみてください。 

         拝島一小だより   

                         平成２９年１０月３日           

昭島市立拝島第一小学校    校長 西尾 克人 



 

１０ 月 の 行 事 予 定 
１日（日）都 民 の 日 ※運動会予備日① １３日（金）読書旬間（終） 
２日（月）振 替 休 業 日              校内研究１年１組 ５校時 
３日（火）安全指導・委員会活動       １６日（月）全校朝会 クラブ活動 

読書旬間（始）※運動会予備日②  １８日（火）読み聞かせ（全） 
４日（水）６年生車椅子バスケットボール体験       １年生 生活科見学 １・２校時 
６日（金）４年生社会科見学          １９日（金）児童集会 
９日（月）体 育 の 日          ２１日（土）土曜学校公開 

１０日（火）就学時健康診断          ２３日（月）拝一ピック クラブ活動 
１１日（水）避難訓練             ３０日（月）全校朝会 クラブ活動 
１２日（木）全校遠足（お弁当の日）      ３１日（火）３年生社会科見学   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月の生活目標「ろうかは右側を静かに歩こう」 

読書旬間について 

担当 小野寺 裕子 

10 月３日（火）から 1３日（金）は読書旬間

です。全校で読書に親しみます。朝読書に加え、

地域の方による読み聞かせや、学年の先生によ

る読み聞かせ、図書委員会による読み聞かせな

どを計画しています。 

本は「読みなさい」と言っても読めるものでは

ありません。大切なのは、きっかけをつくって

あげることだと思います。読むことが苦手な子

には、本を手に取るきっかけを。特定の分野し

か読まない子には、他の分野のおもしろさを知

るきっかけを。学校の読書活動では、そんなき

っかけをつくることを大切にしていきます。  

ご家庭でも、この機会に、読み聞かせをしてあ

げる、図書館に足を運んでみるなどのきっかけ

づくりに挑戦してみてはいかがでしょうか。 

 

スクールカウンセラーより 

担当 笠利 まな 

 相談室では、悩んでいることや困っているこ

とを話すことができます。なんとなく気持ちが

もやもやする、誰かに話を聞いて欲しいという

時は相談室を利用してください。相談室は毎週

金曜日にあいています。10 月になると、5 年生

の全員面接が終わります。中休みも昼休みも自

由に相談室に来られるので、いつでもお話しし

に来てください。 

 保護者の皆さまとも、子供が安心して学校生

活を送れるよう、一緒にサポートしていきたい

と思っております。ちょっとした心配事、子育

ての悩みなどがありましたら気軽にご利用いた

だければと思います。お聞かせいただいた内容

を第三者に許可なくお話しすることはありませ

んので、安心してご利用ください。 

 

水泳指導を終えて 

担当 石鍋 雅也 

「プールに向かって、礼。」「よろしくお願

いします。」自分の目標に向かって「頑張るぞ！」

という強い気持ちをもち、暑い日差しのもと水

泳の時間が始まりました。リズムダンスを取り

入れた水慣れや課題別に分かれての練習に、子

供たちは一生懸命取り組むことができました。  

そして二学期になると、なかなか顔をつけら

れなかった子が潜れるようになったり、泳げな

かった子が泳げるようになったり、子供たちの

成長にいつも感動させられます。水泳をきっか

けに身に付けた、「挑戦する気持ち」「あきら

めない気持ち」を忘れないでほしいです。 

 水泳の学習を無事に終えることができたの

は、ご家庭での体調管理や励ましがあったから

だと思います。ご協力ありがとうございました。 

運動会を終えて 

担当 木村 勇大 
 ９月３０日（土）の運動会では、熱い戦い、

仲間との絆、一人一人の真剣な瞳、眩しいばか

りの友情、数々のドラマに様々な勇気と感動を

もらいました。地域の方々からも、一生懸命な

子供たちの姿に多くのお褒めの言葉をいただき

ました。地域と保護者、学校が一つになって子

供たちを支え、つくり上げたこの運動会は、大

きな教育的意義のある行事であったと思いま

す。この運動会を通して、最後まで諦めないこ

と、仲間との協力、達成感、そして支えられて

いる安心感、数え切れないほど多くのことを知

り学んで、体も心も大きく成長しました。目一

杯努力をして、頑張り抜きました。  

この大きな成長は、どんなに疲れて帰っても、

笑顔で励ましてくれる温かな家庭があったから

こそです。保護者、地域の方々のご支援、ご協

力、温かな応援、心より感謝申し上げます。 

 


